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交流躍進都市を目指して

国際交流活動
　市民レベルでの国際的な交流活動が活発化している今、本市でも、中国江

こう

蘇
そ

省
しょうじょうじゅくし

常熟市、上海市嘉
か

定
てい

区
く

馬
ま

陸
る

鎮
ちん

、韓国昌
しょうねいぐん

寧郡と友好都市等交流を進めています。

このコーナーでは友好都市等との交流活動などをシリーズで紹介していきます。

広げよう!!

広げよう !!　国際交流活動 〜 今年は、本市と常熟市友好都市締結20周年記念の年です 〜

リ
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ト
国
際
交
流
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第
７
代
国
際
交
流
員
に　
　
　

　
　
　
　
　

着
任
し
ま
し
た
！

　

初
め
ま
し
て
、
中

国
か
ら
参
り
ま
し
た

陳ち
ん

戴た
い

丹た
ん�

と
申
し
ま
す
。

第
７
代
国
際
交
流
員

と
し
て
日
本
に
来
れ

た
こ
と
を
心
か
ら
光

栄
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
日
本
で
５
年
間
の
留
学
経
験
が
あ
っ
て
、

日
本
の
こ
と
を
既
に
第
２
の
ふ
る
さ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。
鹿
児
島
は
初
め
て
で
す
が
、
空
港
に
着

い
た
途
端
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
や
豊
か
な
緑
に
心
が

引
か
れ
ま
し
た
。
来
年
４
月
ま
で
の
１
年
間
は

き
っ
と
い
い
思
い
出
に
な
り
そ
う
な
気
が
し
て
き

ま
し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
と
私
の
ふ
る
さ
と｢

常
熟
市｣

は
友

好
都
市
で
あ
る
た
め
、
互
い
の
交
流
は
こ
れ
か
ら

も
深
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
国
際
文
化
交
流
活
動
に
、
ぜ
ひ
私
も
協

力
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
は
仕
事
だ
け
で

は
な
く
、
自
己
成
長
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

趣
味
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
読
書
、

会
話
、
買
い
物
が
大
好
き
で
す
。
ま
た
、
と
て
も

寂
し
が
り
屋
で
す
の
で
、
私
を
見
掛
け
た
ら
、
ぜ

ひ
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
企
業
・
港
振
興
課
国
際
交
流

グ
ル
ー
プ（
内
線
４
３
５
１
）

　
交
流
の
架
け
橋
！
国
際
交
流
員

　

政
府
レ
ベ
ル
で
推
進
さ
れ
て
き
た
国
際
化
に
加

え
、
近
年
で
は
国
民
層
や
地
域
に
お
け
る
国
際
化

に
対
す
る
取
り
組
み
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、
昭

和
62
年
８
月
か
ら
国
で
は「
語
学
指
導
等
を
行
う

外
国
青
年
招
致
事
業
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
が

運
営
し
、
地
方
公
共
団
体(

任
用
団
体)

な
ど
が
受

け
入
れ
る
も
の
で
す
。
同
事
業
で
来
日
す
る
参
加

者
が
、
本
市
に
お
け
る
国
際
交
流
活
動
の
架
け
橋

と
な
っ
て
い
る
国
際
交
流
員
で
あ
り
、
小
・
中
学

校
や
高
校
で
英
語
を
教
え
る
外
国
語
指
導
助
手
で

す
。
平
成
22
年
度
に
は
、
36
カ
国
４
３
３
４
人
が

参
加
し
、
全
国
各
地
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
配

置
さ
れ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
平
成
７
年

度
か
ら
国
際
交
流
員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
初
代

は
、
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
江
蘇
省
常
熟
市
か
ら

章し
ょ
う

理り

さ
ん
を
迎
え
て
、
国
際
交
流
活
動
の
さ
ら
な

る
推
進
の
た
め
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
現

在
の
国
際
交
流
員
は
15
代
目
、
市
町
村
合
併
後
７

代
目
で
、
そ
の
間
、
常
熟
市
か
ら
は
７
人
が
赴
任

し
、
現
在
も
本
市
と
常
熟
市
の
交
流
の
架
け
橋
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
職
務
内
容

◦�

友
好
都
市
と
の
文
書
、

刊
行
物
な
ど
の
翻
訳

お
よ
び
電
話
通
訳

◦�

新
鑒
真
寄
港
事
業
お

よ
び
公
式
訪
中
団
派

遣
・
来
日
団
受
入
サ

ポ
ー
ト

◦�

市
民
な
ど
へ
の
語
学
指
導

◦�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
国
際
交
流
員
の
窓
」作
成

◦�

異
文
化
理
解
の
た
め
の
交
流
活
動(

学
校
・
地

域
・
各
種
団
体
な
ど
へ
講
師
と
し
て
派
遣
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加)

◦�

外
国
人
住
民
の
語
学（
日
本
語
）支
援
へ
の
協
力

　

本
年
７
月
に
、
本
市
・
常
熟
市
友
好
都
市
締
結

20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
友
好
都
市
の
情
報

な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ま
へ
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
さ
ら
に
、
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の
一

般
市
民
を
対
象
と
し
た
語
学
指
導
の
ほ
か
、
小
・

中
学
生
へ
対
象
を
広
げ
た
活
動
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

■
国
際
交
流
員
を
派
遣
し
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
学
校
、
地
区
コ
ミ
ニ
テ
ィ

協
議
会
や
各
種
団
体
な
ど
へ
も
派
遣
し
、
積
極
的

な
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
川
内
地
域
だ
け
で

な
く
、
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・
祁
答
院
地
域
や
甑

島
地
域
か
ら
も
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
！ 

　

国
際
交
流
員
の
交
流
活
動
や
常
熟
市
に
つ
い
て

は
、
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
中
で「
国

際
交
流
員
の
窓
」と

し
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

＊�

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
右
下
に
あ
る

「
社
会
参
加
」の

「
国
際
交
流
」へ

お
入
り
下
さ
い
。�

情報掲示板

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
記
念

　
　
「
九
州
版
銀
河
鉄
道
展
」

　

九
州
新
幹
線

の
沿
線
に
は
、

星
に
親
し
め
る

施
設
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
あ

る
施
設
を
皆
さ

ん
に
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
あ
、
宇
宙
や
科
学
の
旅
に
出
よ

う
！

【
時
】＝
７
月
12
日（
火
）〜
10
月
30
日

（
日
）

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館

【
内
容
】＝�

▼�

さ
わ
っ
て
遊
ん
で
、
宇
宙
を
体
感

で
き
る
コ
ー
ナ
ー

▼�

あ
な
た
の
好
み
の
施
設
は
ど
こ
か

な
？
施
設
紹
介
コ
ー
ナ
ー

▼�

新
幹
線
や
駅
を
徹
底
解
説
！
周
辺

の
見
所
も
紹
介
し
ま
す
。

▼�

不
思
議
い
っ
ぱ
い
の
科
学
実
験
コ

　

ー
ナ
ー

　

そ
の
他
、
銀
河
の
塗
り
絵
コ
ー

ナ
ー
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
コ
ー

ナ
ー
な
ど
満
載
で
す
。

【
入
館
料
】＝

▼�

小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼�

高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

＊�

お
得
な
年
間
入
館
券
も
あ
り
ま
す
。

　

▼�

小
・
中
学
生
＝
５
０
０
円

　

▼�

高
校
生
以
上
＝
１
０
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
内
）

（
31
）４
４
７
７

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
記
念

川
内
歴
史
資
料
館
ミ
ニ
企
画
展

　
「
鉄
道
パ
ネ
ル
展
」　　
　

　
〜
蒸
気
車
か
ら
新
幹
線
ま
で
〜

　

明
治
の
鉄
道
開
業
以
降
、
鉄
道
は

ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
か
。

幕
末
・
明
治
に
お
け
る
蒸
気
車
か
ら

現
在
の
九
州
新
幹
線
ま
で
の
軌
跡
を
、

写
真
パ
ネ
ル
で
た
ど
り
ま
す
。�

【
時
】＝
７
月
12
日（
火
）〜
９
月
25
日

（
日
）９
時
〜
17
時

＊
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

＊�

月
曜
日
は
休
館
日（
た
だ
し
、
８

月
８
日
・
15
日
は
開
館
）

【
所
】＝
川
内
歴
史
資
料
館　

２
階

ミ
ニ
企
画
コ
ー
ナ
ー

【
入
館
料
】＝

▼
高
校
生
以
下
＝
１
０
０
円

▼
大
人
＝
２
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
川
内
歴
史
資
料
館
内
）

（
20
）２
３
４
４

駐
屯
地
司
令
旗
争
奪　
　
　

　

第
20
回
学
童
野
球
大
会
・

　
第
16
回
川
薩
地
区
少
年
少
女

　
　
　

  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
時
】＝
７
月
16
日（
土
）８
時
〜
17
時

【
所
】＝
陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯
地
・

他
３
会
場

【
問
合
先
】＝
陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯

地
広
報
班

（
20
）３
９
０
０

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ

　

小
・
中
学
生
を
対
象
に「
夏
休
み

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ
」を
実
施
し
ま

す
。
参
加
者
に
は
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
７
月
16
日（
土
）〜
８
月
31
日

（
水
）９
時
〜
17
時

＊
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

＊�

月
曜
日
は
休
館
日（
た
だ
し
、
８

月
８
日
・
15
日
は
開
館
）

【
所
】＝
川
内
歴
史
資
料
館
・
川
内
ま

ご
こ
ろ
文
学
館

【
問
合
先
】＝

▼
川
内
歴
史
資
料
館

　

（
20
）２
３
４
４

▼
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　

（
25
）５
５
８
０

名
作
シ
ネ
マ
上
映
会

【
所
】＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館　

多

目
的
映
像
ホ
ー
ル

【
定
員
】＝
先
着
１
０
２
人

＊�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
入
場
で
き

ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
入
場
料
】＝
無
料（
多
目
的
映
像
ホ

ー
ル
の
み
）

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

内
）
（
25
）５
５
８
０

唐
浜
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場
・

　

西
方
海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン

　

白
砂
青
松
の
美
し
い
唐
浜
キ
ャ
ン

プ
海
水
浴
場
・
人
形
岩
を
は
じ
め
景

色
の
素
晴
ら
し
い
西
方
海
水
浴
場
で
、

夏
の
ひ
と
と
き
を
家
族
や
友
人
と
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

【
期
間
】＝
７
月
16
日（
土
）〜
８
月
14

日（
日
）

【
問
合
先
】＝

▼�

唐
浜
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場（
監
視

棟
）

　

（
26
）３
５
０
８

▼�

西
方
海
水
浴
場（
監
視
棟
）

　

（
28
）０
２
６
１

＊
海
水
浴
場
の
電
話
は
期
間
中
の
み

▼�

本
庁
観
光
課
観
光
振
興
Ｇ（
内
線

１
５
６
１
）

日
曜
わ
く
わ
く
工
作
体
験　

　
　
　
「
ビ
ー
玉
こ
ろ
り
ん
」

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
の
ビ
ー
玉
を

う
ま
く
落
と
し
て
み
よ
う
！

【
時
】＝
７
月
17
日（
日
）13
時
〜
16
時

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館

【
内
容
】＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
ビ
ー

玉
を
使
っ
て
作
る
お
も
ち
ゃ
で
す
。

ビ
ー
玉
が
落
ち
る
時
間
を
、
友
達
と

競
争
し
て
み
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
飾
り
付
け
る
と

よ
り
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

【
定
員
】＝
先
着
25
人（
申
込
不
要
）

【
参
加
料
】＝
50
円

＊
１
人
１
セ
ッ
ト
の
み

＊
入
館
の
方
は
免
除

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

＊
お
得
な
年
間
入
館
券
も
あ
り
ま
す
。

　

▼
小
・
中
学
生
＝
５
０
０
円

　

▼
高
校
生
以
上
＝
１
０
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
内
）

（
31
）４
４
７
７

催　

し

時 上　映　作　品

7/16（土）�
14:00～

15:48

「善魔」（昭和 26年・松竹）
原作：岸田國士
監督：木下恵介
出演：�森雅之、淡島千景、三國連

太郎、桂木洋子　他

7/17（日）�
14:00～

15:57��

「人生とんぼ返り」（昭和 30 年・
日活）
原作：長谷川幸延
監督：マキノ雅弘
出演：�森繁久彌、山田五十鈴、左

幸子　他
＊整理券を 13：00から配布します。
＊開場は 13：30から

入　館　料

区　　分 小・中学生�
高��校��生 大　人

川 内 歴 史�
資　 料　 館 100 円 200 円

川内まごころ�
文　 学　 館 150 円 300 円

両 館 共 通 200 円 400 円




